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１　はじめに
皮膚老化は、 紫外線、 酸化、 糖化などが原因となっ

て、 肌にしわ、 しみ、 たるみなどが生じる現象1)であり、

外見だけでなく、 前向きな気持ちで健康長寿を過ごす

ためにも皮膚老化に対するスキンケアは重要な課題と

考えられる。

静岡県は 1,143 品目の農林水産物が生産される食

材の宝庫であることから、県産素材を活かした静岡発の

スキンケア商品を開発するべく、皮膚のハリ、弾力に寄

与するコラーゲン、エラスチンを分解するコラゲナーゼ、

エラスターゼ、 潤いに寄与するヒアルロン酸を分解する

ヒアルロニダーゼ、 着色に寄与するチロシナーゼの各

酵素を阻害する県産素材を探索した。

２　方法
試料の調製

試験には表１に示す 13 種類の県産品を用いた。 凍

結乾燥後粉砕した試料１ g を 50％エタノール 30 mL で

抽出 （25℃で 48 時間振とう） 後、 フィルターでろ過し

た。 抽出液は 10 倍に希釈して評価に用いた。

酵素阻害活性評価
コラゲナーゼ、 エラスターゼの阻害活性評価は渡辺

らの方法2)を、ヒアルロニダーゼの阻害活性評価は渡辺

ら及び Enkhtuya ら2,3)の方法を参考にした。 チロシナー

ゼ酵素阻害活性は花ヶ崎ら4)の方法で評価した。

３　結果および考察
結果を図１に示す。50％以上の阻害率を示した素材

は、 コラゲナーゼではハマナス花弁と蓼、 エラスターゼ

では白びわの葉と蓼、ヒアルロニダーゼではハマナス花

弁、 葉ショウガ茎、 葉ショウガ根茎、 イチゴ葉、 及び

蓼、 チロシナーゼではハマナス花弁、 成熟したローズ

ヒップ、 及び蓼であった。

阻害活性を評価した皮膚関連酵素は、 これまでにも

複数の植物抽出エキスで阻害が報告され、 抗酸化活

性やポリフェノール含量との関係が指摘されていること

から5-7)、 今回の試験で阻害活性を示した試料でも、 試

料中のポリフェノールが活性に関与していることが想定

された。 今後は活性成分を特定し、酵素阻害機構の解
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表 1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A わさび　茎
B わさび　根茎
C ハマナス　花弁
D ローズヒップ　未熟
E ローズヒップ　成熟
F アカモク
G わかめ
H 葉ショウガ　茎
I 葉ショウガ　根茎
J 白びわ　葉
K イチゴ　葉
L イチゴ　可食部
M 蓼

素材

表１ 皮膚老化関連酵素阻害活性探索に用いた県産素材 
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明や、 細胞での評価を進め、 スキンケア商品の開発に

つなげたい。

４　まとめ
13 種類の静岡県産素材から、 皮膚に関連する４酵

素を阻害する素材を見出した。
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図１　皮膚老化関連酵素の阻害活性評価
（a） コラゲナーゼ阻害活性、 （b） ヒアルロニダーゼ阻

害活性、 （c） エラスターゼ阻害活性、 （d） チロシナー

ゼ阻害活性
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図１ 皮膚老化関連酵素の阻害活性評価 
(a)コラゲナーゼ阻害活性、(b)ヒアルロニダーゼ阻害活性、(c)エラスターゼ

阻害活性、(d)チロシナーゼ阻害活性 




